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２月初旬、「明治安田Ｊリーグ百年構想リーグ」が開幕しま
した。2026年は、Ｊリーグがこれまでの２月開幕・12月閉
幕の「春秋制」から、８月開幕・翌年５月閉幕の「秋春制」へ
移行する過渡期にあたります。この移行期間に開催される
のが「明治安田Ｊリーグ百年構想リーグ」です。
昨夏は「１万人プロジェクト」により、Axisバードスタジア
ムに11,995人が来場し、大きな盛り上がりを見せました。
新加入選手を迎え、さらにパワーアップしたガイナーレ鳥
取の活躍に期待が高まります。ホーム初戦は３月８日（日）、
FC琉球戦です。

今 月 の 表 紙

多機能・高品質最新鋭設備でニーズに対応する段ボールメーカー

　　　　　　　  日  段  株  式  会  社

　　　　　 ・本社工場　 鳥取県鳥取市古海５３１� TEL：0857-26-1011�　

　　　　　 ・出石工場　 兵庫県豊岡市出石町宮内412-1� TEL：0796-52-5534�　

　　　　　 ・安来工場　 島根県安来市佐久保町496-6� TEL：0854-23-7711�　

　　　　　 グループ会社

　　　　　　 日段商事株式会社 鳥取県鳥取市富安1丁目74-3� TEL：0857-27-8320�　

ガイナーレ鳥取
（©GAINARE TOTTORI）
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動 向

　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
２
０
２
６
年

新
年
祝
賀
会
、
叙
勲
受
章
者
祝
賀
会

が
１
月
８
日（
木
）、
鳥
取
市
今
町
２

丁
目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥

取
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
、
平
井
耕
司
会
頭
ら

役
員
、
議
員
、
常
任
相
談
役
を
は
じ

め
、
舞
立
昇
治
参
議
院
議
員
、
藤
井

一
博
参
議
院
議
員
、
平
井
伸
治
鳥
取

県
知
事
、
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
ら
来

賓
含
め
て
約
１
４
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
鳥
取
商
議
所

青
年
部
の
民
野
泰
稔
会
長
と
同
女
性

会
の
德
田
和
子
会
長
が
登
壇
し
、「
女

性
会
は
、
鳥
取
市
で
開
催
す
る
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
準
備
し
て

い
る
。
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
で
お

迎
え
し
た
い
。
青
年
部
は
、
お
城
ま

つ
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
は
じ
め
、
地
域
課
題
の
解
決
・

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
」と
そ

れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
、
両
会
長
が
祝

賀
会
の
開
会
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

年
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平
井
会

頭
は「
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
図

る
た
め
に
は
、
個
々
の
企
業
が
自
己

変
革
を
果
た
し
、
変
化
す
る
外
部
環

境
に
対
応
し
て
い
く
な
ど
の『
変
革
』

に
挑
み
続
け
る
姿
勢
が
重
要
」と
述

べ
、
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た

①
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

②
鳥
取
の
観
光
魅
力
創
出
・
発
信
、

③
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
推
進
、
④
若
者
・

女
性
の
働
き
や
す
さ
を
創
出
、
⑤
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
中
小
企

業
支
援
、
⑥
会
議
所
お
よ
び
会
員

同
士
の
連
携
強
化
―
な
ど
、
６
つ
の

重
点
施
策
を
中
心
に
地
域
経
済
の
成

長
・
発
展
に
向
け
て
尽
力
し
て
い
く

と
表
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
叙
勲
を
受
章
し
た

㈱
林
兼
太
郎
商
店
代
表
取
締
役
、
林

憲
二
氏（
旭
日
双
光
章
・
酒
類
業
振

興
功
労
）と
、
㈲
大
和
工
業
所
代
表

取
締
役
会
長
、
大
西
義
信
氏（
瑞
宝

単
光
章
・
技
能
検
定
功
労
）の
二
人

を
紹
介
。
当
日
出
席
の
林
氏
が
登
壇

し
、
平
井
会
頭
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
に
続
く
祝
宴
で
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ

リ
ン
の
音
色
で
会
場
を
彩
る
中
、
出

席
者
ら
は
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
、
今
年
１
年
の
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

あいさつする平井会頭

和やかな雰囲気で行われた新年祝賀会

受章した林憲二氏

鳥取商工会議所　新年祝賀会、叙勲受章者祝賀会鳥取商工会議所　新年祝賀会、叙勲受章者祝賀会

新たな年の飛躍誓う！新たな年の飛躍誓う！
明るい鳥取の創造に向け〈INNOVATION〉を共（友）に！明るい鳥取の創造に向け〈INNOVATION〉を共（友）に！
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会（
今

井
敏
明
部
会
長
）は
１
月
26
日（
月
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
新
春
経
済
講
演
会
を
開

催
し
、
会
員
企
業
の
経
営
者
ら
50
人

が
今
後
の
経
済
動
向
に
つ
い
て
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
大
和
証
券
㈱
金
融
市
場

調
査
部
チ
ー
フ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
の

谷
栄
一
郎
氏
が
務
め
、「
金
利
の
あ

る
経
済
」の
重
要
性
や
世
界
に
影
響

を
及
ぼ
す
米
国
経
済
・
雇
用
環
境
の

実
情
な
ど
を
も
と
に
今
後
の
世
界
経

済
の
動
き
や
日
本
が
向
か
う
べ
き
政

策
の
方
向
性
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

谷
講
師
は
、
日
本
国
債
金
利
が
２

～
３
％
前
後
の
水
準
に
上
昇
し
た
動

き
に
対
し
、「
金
利
の
あ
る
経
済
は
、

日
本
経
済
が
新
た
な
繁
栄
を
謳
歌
す

る
に
は
必
要
な
政
策
。
金
利
を
下
げ

て
国
債
を
発
行
し
て
市
場
に
お
金
を

ば
ら
ま
く
政
策
で
は
一
層
、
イ
ン
フ

レ
や
円
安
を
も
た
ら
し
、
日
本
経
済

が
復
活
で
き
な
い
」と
金
利
あ
る
経

済
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
谷
講
師
は
、
昨
今
の
米
国

で
起
こ
っ
て
い
る
経
済
格
差
の
拡
大

に
触
れ
、「
従
来
、
企
業
の
業
績
が

好
調
で
あ
れ
ば
、
株
価
の
上
昇
と
と

も
に
雇
用
も
増
え
る
も
の
。
し
か
し

近
年
の
Ａ
Ｉ
技
術
が
、
若
年
層
の
雇

用
機
会
を
奪
っ
て
職
に
つ
け
ず
、
富

裕
層
と
若
年
層
と
の
経
済
格
差
が
拡

大
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
「
Ｋ
」
の

よ
う
に
業
績
と
雇
用
の
数
字
が
枝
分

か
れ
し
た
歪
な
統
計
結
果
と
な
っ
て

い
る
」
と
Ａ
Ｉ
進
展
が
も
た
ら
す
、

今
後
の
雇
用
環
境
に
つ
い
て
憂
慮
し

ま
し
た
。

講演会の様子

金
融
部
会
が
講
演
会
開
催

金
融
部
会
が
講
演
会
開
催

金
利
あ
る
経
済
で
日
本
経
済
の
大
転
換
を

金
利
あ
る
経
済
で
日
本
経
済
の
大
転
換
を

��

進
む
Ａ
Ｉ
活
用
で
雇
用
環
境
悪
化
も

進
む
Ａ
Ｉ
活
用
で
雇
用
環
境
悪
化
も

我が社の従業員に精神障害を患っている者がおります。入社時に就業にお
ける会社が配慮すべき事項を合意しているものの、職業人としての業務遂

行能力を向上させるための指導を行う必要があると考えますが、このような指導
は合理的配慮義務に違反するのでしょうか？

今回は合理的配慮義務違反の判断基準について説明します。障害者雇用促
進法では、採用後において、事業主が障害者である労働者に対して合理的

配慮を提供する義務を負うことを定めており（同法36条の３）、いかなる場合に合
理的配慮義務違反に該当するかが問題となります。
　合理的配慮が求められる事項については、合理的配慮とは個々の事情を有する障害者と事業主との相互理
解の中で提供されるべき性質のものであるとの立場からすれば、本件のような障害者と事業主との間の合意
事項であれば必ずしも医学的根拠がなくとも合理的配慮義務の対象となるものといえます。
　他方で、障害者雇用促進法が「障害者である労働者は、職業に従事する者としての自覚を持ち、自ら進んで、
その能力の開発及び向上を図り、有為な職業人として自立するように努めなければならない。」（同法４条）「す
べて事業者は、障害者の雇用に関し、社会連帯の理念に基づき、障害者である労働者が有為な職業人として
自立しようとする努力に対して協力する責務を有するのであって、その有する能力を正当に評価し、適当な
雇用の機会を与えるとともに適正な雇用管理を行うことによりその雇用の安定を図るように努めなければな
らない」（同法５条）と定めていることからすれば、本件のように指導が業務遂行能力の向上に資するために
行われた場合には、当事者間で合意した合理的配慮が求めら
れる事項と形式的に相反することを理由に合理的配慮義務違
反と判断すべきではなく、その指導の目的、内容が障害者に
与える影響などを総合考慮して、合理的配慮義務に違反する
かどうかが判断されることになります（岐阜地裁令和４年８
月30日判決参照）。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
179

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 合理的配慮義務違反の判断基準合理的配慮義務違反の判断基準
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【
来
期
26
年
１
～
３
月
）見
通
し
】  

　

全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判
断
は

マ
イ
ナ
ス
５
・
３
と
前
年
同
期
の
調

査
か
ら
５
・３
㌽
悪
化
し
ま
し
た
。

　

売
上
高
の
項
目
で
は
、製
造
業
・
非

製
造
業
と
も
に
緩
や
か
な
回
復
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、収
益
状
況
で
は
製

造
業
で
５
・
８
㌽
と
大
き
く
悪
化
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
製
造
業
で
は
、進
む
円
安
や

日
中
関
係
の
悪
化
を
は
じ
め
、国
際

情
勢
悪
化
に
よ
る
輸
入
コ
ス
ト
増
加

等
へ
の
不
安
が
結
果
に
反
映
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

製
造
業
は
先
行
き
に
厳
し
い
見
方

製
造
業
は
先
行
き
に
厳
し
い
見
方

�

先
行
き
見
通
せ
ず
心
理
面
に
も
影
響

今
　
　
期

業
況
判
断

　

鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、県
内
企
業
１
５
０
社
を
対
象

に
実
施
し
た
２
０
２
５
年
10
～
12
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
。
回
収
率
63
・
３
％
。

　

全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
６
・
３
と
前
年
同
期
の
調
査
と
比
べ

７
・
８
㌽
悪
化
し
ま
し
た
。
長
引
く
物
価
高
騰
で
消
費
活
動
は
鈍
化
し
て
お
り
、

消
費
者
に
近
い
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
売
上
高
・
収
益
面
の
確
保
に
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

来
期
見
通
し
も
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
前
年
同
期
に
比
べ
５
・
３
㌽
悪

化
。
特
に
製
造
業
で
各
項
目
の
数
値
が
悪
化
傾
向
に
あ
り
、国
内
外
に
お
け
る

経
済
社
会
情
勢
の
混
沌
さ
が
数
値
に
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

2025年10～12月期
　
【
対
前
年
同
期
比
】
全
産
業
合
計

の
業
況
判
断
は
前
年
同
期
の
調
査
か

ら
７
・
８
㌽
悪
化
し
ま
し
た
。

　

特
に
非
製
造
業
で
の
悪
化
幅
は
大

き
く
、
消
費
者
に
近
い
小
売
・
サ
ー

ビ
ス
業
で
は
節
約
志
向
の
強
ま
り
か

ら
売
上
高
、
売
上
単
価
の
項
目
で

も
大
き
く
悪
化
を
示
す
な
ど
、
苦
戦

を
強
い
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
長
引
く
物
価
高
騰
、

度
重
な
る
賃
金
上
昇
が
、
資
金
繰
り

や
収
益
状
況
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況

も
伺
え
、
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

　
【
経
営
上
の
問
題
点（
複
数
回
答
）】

　
「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

（
19
・
９
％
）が
首
位
、「
経
費
の
増
加
」

（
15
・
８
％
）が
２
位
、「
人
手
不
足
」

（
13
・
６
％
）が
３
位
と
前
回
の
調
査

と
同
じ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
位「
売
上
・
受
注
の
減

少
」、５
位「
消
費
・
需
要
の
停
滞
」と

い
っ
た
項
目
が
浮
上
し
て
お
り
、消

費
活
動
の
鈍
化
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。

　

記
述
式
の
回
答
で
も
、「
消
費
が
鈍

い
う
え
に
円
安
で
直
接
輸
入
し
て
い

る
商
材
の
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
」

（
製
造
業
）、「
公
共
工
事
の
発
注
件
数

が
少
な
い
」（
建
設
業
）と
い
っ
た
需

要
減
に
関
す
る
回
答
が
複
数
あ
っ
た

ほ
か
、同
業
者
の
減
少
や
技
術
者
の

不
足
な
ど
人
材
不
足
に
関
す
る
意
見

も
複
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
中
の
関
係
悪
化
や
米
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
外
交
政
策
の
行
方
、２
月

８
日
の
衆
議
院
解
散
総
選
挙
の
動
向

な
ど
先
行
き
は
見
通
せ
ず
、経
営
の

舵
取
り
は
大
変
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

前年同期比 （　）内は2024.10〜12月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）、Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z＝減少・下降、ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2026.１〜３月期）
※（　）内は前年同期
　の数字

消
費
活
動
の
鈍
化
が
顕
著

消
費
活
動
の
鈍
化
が
顕
著

県連景況調査県連景況調査

消
費
活
動
の
鈍
化
が
顕
在
化

消
費
活
動
の
鈍
化
が
顕
在
化

非
製
造
業
の
業
況
悪
化
が
顕
著

非
製
造
業
の
業
況
悪
化
が
顕
著

動 向

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 95 -4.8（ 3.0 ） 13.7 （ 18.2 ） -3.2 （ 1.5 ） 0.6 （ 2.1 ） -6.8 （ 1.1 ） -6.3 （ 1.5 ） -2.7 （ -5.5 ） 11.6 （ 11.6 ） -1.1 （ -2.5 ） 2.2 （ -0.5 ） -7.4 （ -6.0 ） -5.3 （ 0.0 ）

製 造 業 24 4.2 （ 9.6 ） 14.6 （ 13.5 ） 0.0 （ 0.0 ） 0.0 （ 3.9 ） 10.4 （ 7.7 ） 4.2 （ 5.8 ） 4.2 （ 1.9 ） 14.6 （ 5.8 ） -2.1 （ 0.0 ） 0.0 （ 0.0 ） 0.0 （ 5.8 ） 2.1 （ 11.6 ）

非 製 造 業 71 -7.8 （ 0.7 ） 13.4 （ 19.9 ） -4.3 （ 2.1 ） 0.7 （ 1.4 ）-12.7 （ -1.4 ） -9.9 （ 0.0 ） -4.9 （ -8.1 ） 10.6 （ 13.7 ） -0.7 （ -3.4 ） 2.9 （ -0.7 ） -9.9 （ -10.1 ） -7.7 （ -4.1 ）

（建　設　業） 20 -5.0 （ 13.7 ） 12.5 （ 18.2 ） 2.5 （ 11.4 ） 7.5 （ 6.9 ） -7.5 （ 9.1 ） -2.5 （ 6.9 ） 10.0 （ -9.1 ） 10.0 （ 9.1 ） 2.5 （ 4.6 ） 0.0 （ 4.6 ） 0.0 （ -6.8 ） 2.5 （ 0.0 ）

（卸　売　業） 18 11.2（ 2.8 ） 25.0 （ 22.2 ） -8.4 （ 0.0 ） 2.8 （ 2.8 ） -2.8 （ -2.8 ） -2.8 （ 2.8 ）-13.9 （ -5.6 ） 13.9 （ 16.7 ） 0.0 （ 0.0 ） 2.8 （ 2.8 ）-13.9 （ -8.4 ） -8.4 （ -2.8 ）

（小　売　業） 18 -22.2 （ -13.2 ） 5.6 （ 16.7 ） -5.6 （ -7.9 ） -5.6 （ -7.9 ）-22.2 （ -10.5 ）-16.7 （ -7.9 ） -5.6 （ -13.2 ） 13.9 （ 19.4 ） -5.6 （ -13.2 ） 0.0 （ -7.9 ）-13.9 （ -15.8 ）-11.1 （ -14.7 ）

（サービス業） 15 -16.7 （ -3.4 ） 10.0 （ 23.4 ） -7.2 （ 3.6 ） -3.9 （ 3.9 ）-20.0 （ -3.9 ）-20.0 （ -3.4 ）-13.3 （ -3.3 ） 3.4 （ 10.0 ） 0.0 （ -7.2 ） 3.9 （ -3.9 ）-13.4 （ -10.0 ）-16.7 （ -6.7 ）
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
（
平
井
耕
司
会

頭
）
は
１
月
27
日
（
火
）、
鳥
取
市

幸
町
の
鳥
取
市
役
所
を
訪
れ
、
鳥
取

駅
周
辺
の
再
整
備
に
関
す
る
意
見
書

を
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。

　

鳥
取
駅
周
辺
の
再
整
備
に
向
け

て
、
交
通
事
業
者
や
ま
ち
づ
く
り
分

野
の
専
門
家
、
行
政
機
関
な
ど
の
関

係
者
が
課
題
整
理
や
方
向
性
な
ど
の

検
討
を
経
て
、
現
在
は
駅
周
辺
エ
リ

ア
の
再
生
に
向
け
た
具
体
的
な
議
論

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
当
所
は

地
域
活
性
化
や
利
便
性
向
上
な
ど
を

目
的
と
し
た
意
見
書
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

　

意
見
書
の
内
容
は
、
①
駅
周
辺
エ

リ
ア
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
提
示
、

②
整
備
主
体
・
手
法
、
運
営
体
制
、

財
源
の
開
示
、
③
「
複
合
施
設
」
の

規
模
、
具
体
的
利
活
用
の
早
期
決
定

―
の
３
点
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
駅
前
広
場
の
再
整

備
検
討
が
先
行
し
て
い
る
現
状
に
触

れ
、
市
民
に
対
し
て
鳥
取
駅
周
辺
エ

リ
ア
の
全
体
像
提
示
や
、整
備
手
法
・

財
源
な
ど
の
詳
細
を
示
す
よ
う
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
市
民
会
館
や
福

祉
文
化
会
館
な
ど
の
統
合
を
含
め
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
と
憩
い
を
創
出
す

る
「
複
合
施
設
」
の
具
体
化
に
つ
い

て
も
早
期
決
定
を
促
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
を
受
け
取
っ
た
深
澤
市
長

は
「
全
体
像
を
提
示
す
る
こ
と
は
欠

か
せ
な
い
。
財
源
や
複
合
施
設
な
ど

に
つ
い
て
も
市
民
に
分
か
り
や
す
く

示
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

意見書を手渡す平井会頭（右）

深
澤
市
長
に
意
見
書
提
出

深
澤
市
長
に
意
見
書
提
出

駅
周
辺
エ
リ
ア
の
全
体
像
提
示
を
求
め
る

駅
周
辺
エ
リ
ア
の
全
体
像
提
示
を
求
め
る

��

に
ぎ
わ
い
創
出
へ
施
設
の
具
体
化
も

に
ぎ
わ
い
創
出
へ
施
設
の
具
体
化
も

ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口 ０８５７-５２-５８９４相談無料
受託機関：一般社団法人鳥取県発明協会（鳥取市若葉台南7 - 5 - 1）

いんぴっと

：to r imado@ to r i t o n . o r . j p

お気軽に
ご相談
ください

◆お店を開きたい
◆会社を設立したい
◆異業種に進出したい

創業
◆ホームページを作成したい
◆ECサイトを活用したい
◆商品やサービスをアピールしたい
◆商談展示会に出展したい

ＰＲ
営業

経営
管理

◆図面・製造ノウハウの
開示を求められた

◆海外に進出・販売したい
◆競合の状況が知りたい

秘密厳守

技術
開発◆商品を開発したい

◆他社と共同開発したい
◆開発や製造を他社に委託したい

知財無料相談会 ・会 場：鳥取商工会議所 会議室
・相談員：INPIT鳥取県知財総合支援窓口 支援担当者

知財無料相談会は鳥取商工会議所とＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口が連携して開催しております。

秘匿情報の保護
管理、海外での
権利化、市場調査

イラスト・写真・
キャッチコピー・
キャラクター（著作権）

商品名・商品ロゴ
（商標権）
商品デザイン
（意匠権）

先行技術調査、
委託契約

【申込・問い合わせ】 鳥取商工会議所 経営支援一課 ☎ 0857-32-8005

毎月
第1金曜日
13：00-16：00
（事前予約制）
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
は
１
月
20
日

（
火
）、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
を

学
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

き
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
27
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
進
展
に
伴
い
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を

活
用
し
た
販
売
促
進
や
、
デ
ザ
イ
ン

の
内
製
化
に
よ
る
経
費
節
減
を
支
援

し
よ
う
と
企
画
。
今
回
は
、
豊
富
な

テ
ン
プ
レ
ー
ト
や
素
材
で
ポ
ス
タ
ー

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
の
デ
ザ
イ
ン
が
作
成

で
き
る「
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ
ａ（
キ
ャ
ン
バ
）」

を
中
心
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

活
用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ
ａ
公
式
ク
リ

エ
イ
タ
ー
で「
想
い
や
り
工
房
」の
田

中
芳
野
代
表
が
務
め
、
実
技
を
交
え

な
が
ら
具
体
的
な
活
用
ノ
ウ
ハ
ウ
を

指
南
し
ま
し
た
。

　

田
中
講
師
は
、
デ
ザ
イ
ン
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て「
コ
ツ
は
自
身

の
完
成
予
想
図
に
近
い
レ
イ
ア
ウ
ト

を
選
ぶ
こ
と
」と
伝
授
。実
際
に
ツ
ー

ル
を
操
作
し
な
が
ら
、
素
材
の
活
用

術
や
色
・
フ
ォ
ン
ト
の
選
び
方
な
ど

を
具
体
的
に
実
演
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
実
践
ワ
ー
ク
で
は
、
参
加

者
が
共
同
編
集
画
面
を
使
い
、
自
社

イ
ベ
ン
ト
用
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
画
像
作
成
に

挑
戦
。
田
中
講
師
は
参
加
者
一
人
ひ

と
り
の
画
面
を
確
認
し
、
写
真
の
サ

イ
ズ
や
背
景
色
な
ど
に
つ
い
て
熱
心

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
ツ
ー
ル
上
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
生
成
方
法
に
加
え
、
デ
ザ
イ
ン
の

質
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の「
Ａ
Ｉ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
活
用
法
」を
提
示

し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
セ
ミ
ナ
ー

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
セ
ミ
ナ
ー

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
販
促
強
化

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
で
販
促
強
化

��

実
践
ワ
ー
ク
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
画
像
作
成

実
践
ワ
ー
ク
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
画
像
作
成

オンラインで講演する田中講師

Vol.96Vol.96

地域未来共創センター「Tottori uniQ」が移転、新装オープンいたしました。
　令和７年12月15日に、同年４月１日に新設した地域未来共創センター（愛称：Tottori uniQ〔とっ
とりユニーク〕）の新たな執務室が完成し、移転・新装オープンいたしました。Tottori uniQは旧広報
センターを改修し、新たな拠点として整備した施設です。リニューアルされた執務室や教員室、明る
く開放的な室内空間などを紹介します。Tottori uniQは、地域との連携を一層強化し、共に地域の未
来を創造していく新拠点となります。今後も、地域・企業・学生・教職員が交わる”地域のワンストッ
プ窓口”として、地域のニーズを捉え、現状と課題を共有しながら、さまざまな取組を展開していきます。

〈連絡先〉　鳥取大学地域未来共創センター（Tottori uniQ）
　〒680-8550　鳥取県鳥取市湖山町南４丁目101番地
　TEL：0857-31-6777　Mail：koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

外観外観 内装：執務室の風景内装：執務室の風景
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公
立
鳥
取
環
境
大
学
を
支
援
す

る
会
（
西
垣
豪
会
長
・
鳥
取
商
工

会
議
所
副
会
頭
）
主
催
の
第
22
回
環

大
コ
ン
ペ
最
終
審
査
会
が
12
月
10
日

（
水
）、
鳥
取
市
若
葉
台
北
１
丁
目
の

公
立
鳥
取
環
境
大
学
多
目
的
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

環
大
コ
ン
ペ
は
、
学
生
が
専
門
に

と
ら
わ
れ
ず
幅
広
い
視
点
を
持
ち
、

自
主
的
に
行
う
活
動
の
質
の
向
上
お

よ
び
地
域
社
会
へ
の
寄
与
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
商
議
所
は
、
会
員
と
し
て
本

事
業
を
支
援
し
て
お
り
、
西
垣
副
会

頭
が
会
長
と
し
て
特
別
審
査
員
を
務

め
た
ほ
か
、
同
青
年
部
の
民
野
泰
稔

会
長
と
山
根
真
副
会
長
が
審
査
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

最
終
審
査
に
臨
ん
だ
５
団
体
の
中

か
ら
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は

４
年
生
の
櫻
井
渉
さ
ん
に
よ
る
「
鳥

取
古
着
フ
リ
マ
フ
ェ
ス
の
開
催
」で
す
。

　

櫻
井
さ
ん
は
、
県
内
ア
パ
レ
ル
店

の
減
少
で
若
者
が
服
を
求
め
て
県
外

へ
足
を
運
ん
で
い
る
現
状
を
課
題
と

し
て
指
摘
。「
全
国
的
に
古
着
文
化

が
広
が
る
中
、
鳥
取
で
も
古
着
を
楽

発表した学生と審査員の皆さん

発表会の様子

第第
2222
回
環
大
コ
ン
ペ

回
環
大
コ
ン
ペ

最
優
秀
に
古
着
フ
ェ
ス
開
催
の
櫻
井
さ
ん

最
優
秀
に
古
着
フ
ェ
ス
開
催
の
櫻
井
さ
ん

��

学
生
の
力
で
鳥
取
に
古
着
文
化
を

学
生
の
力
で
鳥
取
に
古
着
文
化
を

動 向

し
む
文
化
を
根
付
か
せ
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
県
内
外
の
古
着
シ
ョ
ッ
プ

を
招
い
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
た
」
と
経
緯
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
鳥
取
古
着
フ
リ
マ
フ
ェ
ス

を
２
０
２
４
年
５
月
に
開
催
し
て
以

降
、
半
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
継
続

的
に
実
施
し
、
25
年
10
月
に
第
４
回

目
を
開
催
。
第
４
回
の
開
催
で
は
、

29
店
舗
・
36
ブ
ー
ス
が
出
店
し
、
来

場
者
は
６
６
０
人
に
上
る
な
ど
着
実

に
実
績
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
来
場

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
鳥
取
で
古
着

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
嬉
し
い
」「
県

外
に
行
か
な
く
て
も
古
着
を
買
え
て

新
鮮
だ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
元
で
古

着
を
楽
し
む
文
化
が
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
今
後
、
よ
り
多
く
の

人
が
参
加
で
き
る
よ
う
米
子
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
１
５
０
ブ
ー

ス
規
模
の
大
規
模
開
催
を
目
指
し
て

い
ま
す
。「
古
着
を
通
し
て
鳥
取
を

盛
り
上
げ
る
」
と
い
う
原
点
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
中
四
国
最
大
級
の
古

着
イ
ベ
ン
ト
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
今
後
の
展
望
を
語
り
ま
し
た
。
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【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】事務局︓鳥取商工会議所 経済振興課内

エネルギーのことを考えよう！
中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部 大崎クールジェン㈱視察

　2025年11月5日(水)、広島県豊田郡大崎上島町にある大崎クールジェン
㈱を視察し、鳥取県内４商工会議所から21事業所22名が参加しました。こ
の大崎クールジェン㈱は電源開発㈱と中国電力が出資する企業で、石炭ガ
ス化技術、二酸化炭素分離回収技術などを通して将来の「カーボンニュート
ラル、水素社会」の実現に向け、実証実験を行っている企業です。
　視察当日、同社の取締役総務企画部長の岡峰克幸氏から石炭ガス化技術
を活用した高効率発電技術（酸素吹IGCC及びIGCF）の仕組みや二酸化炭素
分離回収技術との組み合わせで水素発電を可能にすることなど、11年に及
ぶ実証実験の成果や今後の取り組み目標についてレクチャーを受けました。
その後は工場内を見学し、各設備の役割などについて説明を受けました。

　世界的にカーボンニュートラルに向けた取り組みが加速し、産
業や社会を支えるエネルギーが化石燃料から水素へと転換が進む
中、同社はこの技術を使い、石炭とバイオマスの混合ガス化によ
るカーボンネガティブへの挑戦も行っていました。
　エネルギー自給率の低い日本は、エネルギー資源の大半を輸入
に頼っており、化石燃料の依存度が高く国際情勢の影響を受けや
すい現状があります。環境面に優れている再生可能エネルギーは
電力需要に合わせて発電出力をコントロールするには課題もあり
ます。この石炭ガス化発電技術やこれに伴う水素発電が確立され
れば、安全性・安定供給・経済効率性及び環境適合面からもバラ
ンスの良い「エネルギーミックス」の実現が期待できます。

【中国地域エネルギーフォーラム】は、地球環境問題を含め広くエネルギー問題について知識の普及と理解の促進を図り、エネルギー問題を自分のこ
ととしてとらえ、エネルギー資源が乏しい日本のこれからについて考えることを促していけるよう、広報・普及活動を行っています。

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
　　292  7 時 05 分  8 時 15 分
　　294  8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 25 分 12 時 40 分
　　298 15 時 35 分 16 時 50 分
　　300 18 時 35 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年10月26日〜2026年3月28日

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

2025-26年　東京便　冬ダイヤ決定！
鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  6 時 55 分  8 時 15 分
　　293  9 時 25 分 10 時 45 分
　　295 13 時 35 分 14 時 55 分
　　297 16 時 35 分 17 時 55 分
　　299 19 時 15 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取



鳥取商工会議所報
VOL780.2026.2.15

10

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW
AI活用×事業計画策定
　　　　　 公開期限：2026年４月末

川居 宗則 85分

「豊臣兄弟」の成功と失敗 岡田 晃 50分

小さな会社のための評価制度
離職防止と成果の両立 小澤 将司 45分

研
修
・
人
材
育
成

NEW
人が輝き、組織を伸ばす
「笑いのチカラ」

天見 心 40分

ミスをゼロにする仕事術 宇都出 雅巳 46分

著
名
人

NEW
勝ち続けるための流儀 片山 晋呉 35分

タイトル 講師名 時間

政
治
経
済

「昭和100 年」に見る
日本経済への教訓 岡田 晃 40分

コンビニを見たら日本経済が分かる 渡辺 広明 43分

労
務

ハラスメント予防セミナー 小澤 将司 38分

中小企業の障害者雇用
はじめの一歩 木下 文彦 40分

税
務
・
財
務
・
経
理

NEW
借り入れ成功のポイント 大前 文人 28分

顧問税理士の選び方と活かし方 長尾 元彦 36分
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動 向

鳥取商工会議所ビジネススクール
（主催：鳥取商工会議所・鳥取法人会・鳥取県経営者協会）

＊�「2026年版ビジネススクール案内」は、次号３月号の所報に封入予定です。�
 詳しい講座内容やお手続きについては、同冊子で確認してください。
＊� 受講料は税込14,300円（会員）または18,700円（一般）です。

20262026年度　鳥取商工会議所年度　鳥取商工会議所
ビジネススクール年間スケジュールビジネススクール年間スケジュール
No 開　催　日 講　座　名

１ 2026年 4 月22日（水） 話し方・きき方・伝え方講座
10：00〜 17：00

２ 5 月22日（金） 次世代リーダー育成研修
〃

３ 6 月18日（木） 経理実務講座
〃

４ 7 月16日（木） 管理者のためのマネジメント力養成講座
〃

５ 8 月 6 日（木） 生産性向上のための考える力と気づく力セミナー
〃

６ 9 月17日（木） 管理者のためのほめ方・叱り方セミナー
〃

７ 10月28日（水） 生産性向上のための傾聴力と「コーチング」セミナー
〃

８ 11月13日（金） 基礎からわかる決算書類分析講座
〃

９ 12月 3 日（木） 中堅社員研修
〃

10 2027年 2 月 9 日（火） 基礎からわかる資金繰り講座
〃
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⇒ 事前計画の提出期限を、2027年９月末まで１年６か月延長

Ⅰ．事業承継税制の活用促進に向けた見直し
○法人版事業承継税制特例措置における特例承継計画の提出期限の延長

先代から非上場自社株を贈与･相続する際の
税負担が100%猶予（要件を満たすと免除）
される制度。2027年末までの時限措置

事業承継税制(特例措置)とは
Step１︓特例承継計画を都道府県庁へ提出する ＜2027年９月末まで＞
Step２︓後継者が自社の役員に就任する＜代表取締役就任直前まで＞
Step３︓後継者が代表取締役に就任し、先代から自社株を譲り受ける ＜2027年12月末まで＞
Step４︓認定申請書を都道府県庁へ提出し認定を受ける ＜贈与を受けた翌年の１月15日まで＞

税制活用までの基本的な手続きの流れ（贈与の場合）

【特例措置のスケジュール】 商工会議所の
強力な要望により

計画提出期限を延長︕特例承継計画の提出期間
実際に承継（贈与･相続）

を行う期間
2018年

計画提出期限
2027年９月末

特例
終了

2027年12月末

2026年
３月末

延 長

Ⅱ．消費税インボイス制度における負担軽減措置の拡充・見直し等
①免税事業者等からの仕入に係る負担軽減措置の控除率の引上げと適用期限の延長
消費税インボイス制度導入により、原則、免税事業者からの仕入において仕入税額控除できないが、
免税事業者の取引排除を防ぐ等の目的から、仕入税額の一部の控除を認める措置が導入されている

【今後のスケジュール】
2026年

10月
2028年

10月
2030年

10月
2031年
９月末

従来の控除率
80％

50％

税の公平性の観点からも
予定通り廃止・縮小すべき

商工会議所の
強力な要望により
延長・拡充を実現

②免税事業者が課税転換した際の納税額に係る負担軽減措置の延長
免税事業者がインボイス発行事業者になった場合の納税額を売上税額の一定割合に軽減する措置が導入されている

⇒ 個人事業主を対象として、売上税額の３割に見直したうえで、2028年９月末まで２年間延長

⇒ 2026年10月以降の控除率を引上げ、負担軽減措置の適用期限を2年間延長

70％

30％

0％

引上げ

引上げ

２年間延長２年間延長

２年間２年間

１年間１年間

２年間２年間

2029年
10月

【今後のスケジュール】

３年間 ２年間

︓法人および個人事業主対 象 者
︓売上税額の２割負担割合

︓個人事業主のみ対 象 者
︓売上税額の３割負担割合
2年間延長2年間延長

2023年
10月

2026年
10月

2028年
９月末

インボイス
導入

既に本措置を適用している
個人事業主も適用可能

次ページに続く

50％

0％

2023年
10月

※本チラシは2025年12月19日公表の与党税制改正大綱に基づいて作成しています。

全国515商工会議所・126万事業者の力で要望が数多く実現

日商「税制改正 特設サイト」

鳥取商工会議所
日本商工会議所

令和８年度 税制改正のポイント速報
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対象繰越控除控除率控除上限
中小企業以外も対象ー1%～14%20%～35%一般型
中小企業のみ対象3年間12%～17%25%～35%中小企業技術基盤強化税制

中小企業以外も対象3年間40％～50％10％戦略技術領域型
（上記と併用可）20%～30%10%オープンイノベーション型

Ⅲ．中小企業の「稼ぐ力」の強化に向けた税制の延長・拡充

Ⅳ．中小企業の経営基盤強化に資する税制

②大胆な設備投資促進税制の創設 全ての業種 ※１対象業種
計画の確認後、５年以内に取得等した以下の資産
機械装置、工具・器具備品、建物、ソフトウェア、
建物付属設備・構築物 ※設備ごとに価額要件あり

対象資産

最低投資額︓大企業（中堅企業を含む）… 35億円以上
中小企業者 等 ……………   ５億円以上

投資利益率︓15％ 以上
対象要件

即時償却または税額控除７％（建物・建物付属設備等は４％）※２
３年間の繰越控除措置を導入 ※３

内 容
※１︓産業競争力強化法に基づく計画の確認手続きを受けた事業者
※２︓控除上限…法人税額の20％
※３︓事業環境の急激な変化に係る対応計画の認定を受けた事業者

⇒ 国内における大規模で高付加価値
な投資を推進するため、新たな設備
投資減税を創設

①研究開発税制・中小企業技術基盤強化税制の延長・拡充
⇒ ３年間延長し、中小企業技術基盤強化税制に繰越控除措置を導入
⇒ 重点産業分野を対象にした、戦略技術領域型を創設

※１︓ＡＩ、先端ロボット、量子、半導体・通信、バイオ・ヘルスケア、フュージョンエネルギー、宇宙等の重点産業技術に関する研究開発が対象

※１

商工会議所の要望により
繰越控除措置が導入

繰越控除の導入は11年ぶり
複数年での措置は初めて

①中小企業向け賃上げ促進税制の維持・継続
大幅な賃上げが実施される中、
もはや税制による後押しは不要

商工会議所の強力な要望により
中小企業向け賃上げ促進税制は死守

大企業向け税制……2025年度末で廃止
中堅企業向け税制…2026年度末で廃止

教育訓練費増加による上乗せ措置…2025年度末で廃止

一方で…

中小企業（資本金１億円以下）
税額控除率要件
給与増加額

×15%
雇用者全体の給与総額
増加率＋1.5％以上基本

繰越期間５年間繰越控除措置

＋15％対前年度＋2.5％以上上乗せ①
（賃上げ）

「くるみん認定」または「えるぼし認定」
の認定を受けた企業は＋5％上乗せ

上乗せ②
（両立支援等）

②少額減価償却資産の損金算入特例の延長・拡充

⇒ ３年間延長し、対象となる取得価額を40万円に引上げ

対象企業償却方法取得価額

中小企業
（従業員が400人以下）

即時償却
（全額損金算入）

40万円未満
（合計300万円まで）

拡充 見直し
商工会議所の要望により

対象となる取得価額が引上げ

③従業員への「食事補助」に対する非課税上限の引上げ

⇒ 非課税上限額を月額7,500円に引上げ

1か月で約7,000円※が非課税に︕
福利厚生として

食事代金の一部を補助

定価800円の弁当を
450円で提供する場合

【食事補助の例】

 従業員が食事代金の半額以上を負担し、かつ補助額が月額7,500円以下の場合、所得税が非課税になる措置
 社食や弁当等の代金補助、商品券等の提供等の方法が可能（金銭による支給は対象外）

350円
差額を

会社が補助

定価
800円 450円

従業員向け
価格

原則は課税対象

会 社

従業員

従業員への福利厚生の強化
と手取り増を後押し！

（中小企業向け賃上げ促進税制においても、教育訓練費増加による上乗せ措置は廃止）

拡充

※350円×約20営業日＝約7,000円
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鳥取YEG URL https://www.t-yeg.jp
YEG通信

令
和
７
年
度
１
月
例
会
・
臨
時
総
会

　
鳥
取
お
城
委
員
会
は
、
1
月
14
日
に
一
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お

城
ま
つ
り
に
長
ら
く
関
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
丸
武
産
業
様
の
ご
協
力
も
頂

き
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
つ
い
て
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
鳥
取
城
跡
の
歴
史
を
学

び
・
未
来
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
鳥
取
城
の
歴
史
や
鳥
取
城
跡
が
歩

ん
で
き
た
背
景
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
資
源
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
鳥
取
城
の
兵
糧
攻
め
に
至
っ
た
時
代
背
景
や
、
こ

れ
ま
で
続
い
て
き
た
お
城
祭
り
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
、

歴
史
が
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
鳥
取
城

の
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
観
光
振
興

や
市
民
参
加
型
事
業
な
ど
多
様
な
視
点
か
ら
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
来
年
度

の
事
業
に
お
い
て
も
お
城
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
い
う
前
向

き
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
例
会
で
得
た
学
び
を
、
今

後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

鳥
取
お
城
委
員
会
　
副
委
員
長
　
田
中
　
雅
士鳥取城跡の活用について話し合うメンバー

次年度の役員メンバー
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立
春
を
迎
え
、暦
の
上
で
は
春
と
な
り
ま

し
た
が
、ま
だ
寒
さ
の
残
る
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
々

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

1
月
14
日（
水
）に
は
、臨
時
総
会
な
ら
び

に
1
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
で
は
、山
根
次
年
度
会
長
よ
り

所
信
表
明
が
な
さ
れ
、令
和
8
年
度
の
役
員

体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

例
会
で
は
、「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
鳥
取
城
の
歴
史

を
学
び
、未
来
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、鳥

取
お
城
委
員
会
の
担
当
の
も
と
実
施
し
ま
し

た
。前

半
は
、お
城
ま
つ
り
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歩
み

を
振
り
返
り
、他
県
事
例
を
学
ぶ
機
会
と
し
、

後
半
は
次
年
度
以
降
の
鳥
取
城
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

関
わ
り
方
や
事
業
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
取
城
跡
の
利
活
用
を
考
え
る
こ
と
が
、

今
後
の
事
業
展
開
を
見
つ
め
直
す
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、1
月
19
日（
月
）に
は
、日
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
会
長
・
小
野
智
一
郎
氏
の
企
業
で
あ
る
、

や
ま
と
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、企
業
経
営
に

つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
地
域
の
永
続
的
繁
栄
」と
い
う
理
念
の

も
と
、現
状
維
持
へ
の
危
機
感
や
、リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ
ま
と
の
懇
親
を
通
じ
、

他
単
会
の
取
り
組
み
を
知
る
貴
重
な
機
会
と

も
な
り
ま
し
た
。

小
松
市
も
鳥
取
市
と
同
様
に
、人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

地
域
を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
民
」が

主
体
と
な
り
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
改

め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

2
月
を
迎
え
、任
期
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
が
、次
年
度
へ
良
い
形
で
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信

〈令和７年度日本YEGスローガン〉
YEG Common ～ 心通い合う繋がりを結び、新たな未来的経済価値を創出する ～

令
和
8
年
1
月
19
日
、
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
（
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
、
民
野
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
有
志
メ
ン

バ
ー
18
名
に
て
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
な
ら
び
に
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会

長
で
あ
り
、
や
ま
と
グ
ル
ー
プ
代
表
の
小
野
会
長
を
訪
問

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
や
ま
と
グ
ル
ー
プ
の
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て

な
し
に
迎
え
ら
れ
、
石
川
県
と
鳥
取
県
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
た
フ
ル
コ
ー
ス
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
料
理
は
す
べ
て
手
作
り
で
、
塩
分
や
カ
ロ
リ
ー
ま
で

計
算
さ
れ
た
健
康
的
か
つ
大
変
お
い
し
い
内
容
で
あ
り
、

食
を
通
じ
て
同
グ
ル
ー
プ
の
理
念
と
細
や
か
な
配
慮
を
感

じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

小
野
会
長
か
ら
は
、
起
業
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歩

み
や
企
業
理
念
、
事
業
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
、
さ
ら

に
は
企
業
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
、
経
営
者
と

し
て
の
想
い
や
実
践
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。ま

た
、
懇
親
会
に
は
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
も
合
流
し
、

活
発
な
交
流
を
通
じ
て
親
睦
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
２
０
２
３
年
Ｙ
Ｅ
Ｇ
大
賞
を
受
賞
し
た

小
松
の
地
を
再
訪
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
ご
縁
を
改
め
て
実
感
で
き
た
、
大
変
有

意
義
な
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

�

対
外
交
流
委
員
会
　
副
会
長
　
西
川
　
朋
宏

懇親会集合写真 ディスカッションの様子

懇親会の様子 訪問時の様子

鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に
変えて、企業と地域を活性化させ
ましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部事務局）
TEL：0857-32-8004

や
ま
と
グ
ル
ー
プ
訪
問

や
ま
と
グ
ル
ー
プ
訪
問

岩見 栄治 君
（いわみ えいじ）

事業所名  ㈱大晃工業
所属委員会  会員増強委員会

事業所名  Ys Photo Studio
所属委員会  ビジネス委員会

峯　 春香 君
（みね はるか）

新 入 会 員

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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令
和
７
年
度
１
月
例
会
・
臨
時
総
会

　
鳥
取
お
城
委
員
会
は
、
1
月
14
日
に
一
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お

城
ま
つ
り
に
長
ら
く
関
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
丸
武
産
業
様
の
ご
協
力
も
頂

き
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
つ
い
て
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
鳥
取
城
跡
の
歴
史
を
学

び
・
未
来
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
鳥
取
城
の
歴
史
や
鳥
取
城
跡
が
歩

ん
で
き
た
背
景
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
資
源
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
鳥
取
城
の
兵
糧
攻
め
に
至
っ
た
時
代
背
景
や
、
こ

れ
ま
で
続
い
て
き
た
お
城
祭
り
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
、

歴
史
が
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
鳥
取
城

の
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
観
光
振
興

や
市
民
参
加
型
事
業
な
ど
多
様
な
視
点
か
ら
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
来
年
度

の
事
業
に
お
い
て
も
お
城
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
い
う
前
向

き
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
例
会
で
得
た
学
び
を
、
今

後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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鳥
取
お
城
委
員
会
　
副
委
員
長
　
田
中
　
雅
士鳥取城跡の活用について話し合うメンバー

次年度の役員メンバー
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立
春
を
迎
え
、暦
の
上
で
は
春
と
な
り
ま

し
た
が
、ま
だ
寒
さ
の
残
る
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
々

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

1
月
14
日（
水
）に
は
、臨
時
総
会
な
ら
び

に
1
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
で
は
、山
根
次
年
度
会
長
よ
り

所
信
表
明
が
な
さ
れ
、令
和
8
年
度
の
役
員

体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

例
会
で
は
、「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
鳥
取
城
の
歴
史

を
学
び
、未
来
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、鳥

取
お
城
委
員
会
の
担
当
の
も
と
実
施
し
ま
し

た
。前

半
は
、お
城
ま
つ
り
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歩
み

を
振
り
返
り
、他
県
事
例
を
学
ぶ
機
会
と
し
、

後
半
は
次
年
度
以
降
の
鳥
取
城
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

関
わ
り
方
や
事
業
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

鳥
取
城
跡
の
利
活
用
を
考
え
る
こ
と
が
、

今
後
の
事
業
展
開
を
見
つ
め
直
す
良
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、1
月
19
日（
月
）に
は
、日
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
会
長
・
小
野
智
一
郎
氏
の
企
業
で
あ
る
、

や
ま
と
グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
、企
業
経
営
に

つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
地
域
の
永
続
的
繁
栄
」と
い
う
理
念
の

も
と
、現
状
維
持
へ
の
危
機
感
や
、リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ
ま
と
の
懇
親
を
通
じ
、

他
単
会
の
取
り
組
み
を
知
る
貴
重
な
機
会
と

も
な
り
ま
し
た
。

小
松
市
も
鳥
取
市
と
同
様
に
、人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

地
域
を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
民
」が

主
体
と
な
り
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
改

め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

2
月
を
迎
え
、任
期
も
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
が
、次
年
度
へ
良
い
形
で
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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を
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に
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て
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で
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や
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で
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た
健
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つ
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同
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の
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と
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に
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し
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、
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は
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も
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、
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を
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を
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が
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が
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０
２
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年
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を
受
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た

小
松
の
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を
再
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で
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た
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と
、
そ
し
て
小
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と

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
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を
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て
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で
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、
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有
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所属委員会  会員増強委員会

事業所名  Ys Photo Studio
所属委員会  ビジネス委員会

峯　 春香 君
（みね はるか）

新 入 会 員

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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February 2026 女性会だより２ Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club

令
和
7
年
12
月
17
日（
水
）、12
月

例
会
を
開
催
し
、鳥
取
民
藝
美
術
館

と
旧
吉
田
医
院
を
見
学
し
ま
し
た
。

来
年
度
、当
女
性
会
が
主
管
と
な

り
開
催
す
る
中
商
女
性
連
鳥
取
大
会

の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
、こ
れ
ら

の
施
設
の
視
察
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

中
国
地
方
の
多
数
の
女
性
会
の
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、ま
ず

は
当
会
会
員
が
視
察
先
施
設
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
し

た
も
の
で
す
。

講
師
に
鳥
取
民
藝
美
術
館
館
長
・

木
谷
清
人
氏
を
お
迎
え
し
、ま
ず
は

吉
田
璋
也
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
鳥

取
民
藝
美
術
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

創
設
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
、民

1212
月
例
会
を
開
催

月
例
会
を
開
催

��

～
民
藝
に
触
れ
、
鳥
取
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
～

～
民
藝
に
触
れ
、
鳥
取
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
～

藝
運
動
に
か
け
た
吉
田
璋
也
の
思
い
、

当
時
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
丁
寧
な

説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、吉
田
璋

也
に
よ
る
作
品
や
収
集
品
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
吉
田
璋
也
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

時
代
を
超
え
て
現
在
で
も
通
用
す
る

普
遍
性
を
持
ち
、今
な
お
鳥
取
の
民

藝
文
化
を
支
え
続
け
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
鳥
取
の
地
に
根
付

い
た
民
藝
文
化
の
奥
深
さ
や
、そ
の

価
値
を
改
め
て
認
識
す
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、吉
田
璋
也
が
実
際
に
開

業
し
て
い
た
旧
吉
田
医
院
を
見
学
し 見学の様子

講師の木谷氏

ま
し
た
。
受
付
や
診
察
室
な
ど
は
当

時
の
姿
の
ま
ま
大
切
に
保
存
さ
れ
て

お
り
、当
時
の
暮
ら
し
や
医
療
の
様

子
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、画
家
・
山
下
清
が
訪
れ

た
と
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
り
、山
下

画
伯
の
写
真
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
紹
介

に
参
加
者
は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
来
年
度
の
鳥
取
大
会
へ

向
け
て
、大
変
有
意
義
な
見
学
と
な

り
ま
し
た
。

　鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める商工　鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める商工
会議所の一翼を担う組織として、全国的な連携のもと、女会議所の一翼を担う組織として、全国的な連携のもと、女
性会相互の親睦と啓発をはかり、かつ経営知識の涵養と経性会相互の親睦と啓発をはかり、かつ経営知識の涵養と経
営技術の研修取得により、女性の立場から商工業の改善発営技術の研修取得により、女性の立場から商工業の改善発
展に寄与することを目的として活動を行っています。展に寄与することを目的として活動を行っています。

あなたのパワーをあなたのパワーを
女性会にお寄せください！！女性会にお寄せください！！
【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 西山） 【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 西山） 

ＴＥＬ：0857-32-8004 ／ＴＥＬ：0857-32-8004 ／ＦＡＸ：0857-22-6939ＦＡＸ：0857-22-6939

鳥取商工会議所女性会で鳥取商工会議所女性会で
一緒に活動しませんか一緒に活動しませんか

～ 新入会員紹介 ～
（１月入会）

・中河　梨恵 �さん�・中河　梨恵 �さん�
㈲中河生花店㈲中河生花店

・廣谷　 泉  �さん�・廣谷　 泉  �さん�
中国工業㈱中国工業㈱
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◆
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｚ
。
日
本
海
側
に

大
雪
を
も
た
ら
す
「
日
本
海
寒

帯
気
団
収
束
帯
」の
略
。
ニ
ュ
ー

ス
で
耳
に
す
る
た
び
、
そ
の
物
々

し
い
名
前
に
「
ラ
ス
ボ
ス
感
」

を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
◆
明
け

方
か
ら
響
く
除
雪
車
の
音
。
玄

関
周
り
や
車
の
出
入
り
な
ど
の

雪
か
き
で
、
腰
の
痛
み
や
疲
労

が
た
ま
っ
た
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
◆
度
重
な

る
寒
波
に
は
正
直
う
ん
ざ
り
し

ま
す
が
、
除
雪
さ
れ
た
道
を
通

る
度
に
、
作
業
に
あ
た
る
方
へ

の
感
謝
が
湧
い
て
き
ま
す
◆
２

月
も
半
ば
。
暦
の
上
で
は
春
を

迎
え
、
あ
と
は
暖
か
い
陽
ざ
し

を
待
つ
ば
か
り
で
す
。�

（
Ａ
）

編　集　室
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

利
用
予
定
表

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利
　
用
　
内
　
容

2
／
20
㈮

山
陰
貸
切
バ
ス
事
業
者
会
議

21
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

26
㈭

村
治
奏
一
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「Classic G
uitar Journey 

２
０
２
６
」

【
公
開
・
有
料
】

3
／
1
㈰

ア
カ
ペ
ラ
ラ
イ
ブ【
公
開
】

４
㈬

パ
ソ
コ
ン
え
こ
販　
展
示
販
売
会

８
㈰

Ｊ
Ａ
末
広
フ
ェ
ス
～
末
広
の
新
作
大
集
合
！
～
（
仮

称
）【
公
開
】

12
㈭

第
2
回
運
営
委
員
会

14
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

15
㈰

鳥
大
２
０
２
２
入
学
生
が
届
け
る
、
演
劇
と
演
奏
の

小
さ
な
卒
業
祭【
公
開
】

　
　
　
　

※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および
娯楽業を除く）で 5人以下、製造業は 20人以下の事業所です。

◦融資限度額	 2,000 万円　 ◦利率　年 2.40％（2026.２.１現在）
◦返 済 期 間	 運転・設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857-32-8005

鳥
取
市
歴
史
博
物
館

�

企
画
展
の
ご
案
内

（
公
財
）鳥
取
市
文
化
財
団
鳥
取
市

歴
史
博
物
館
と
鳥
取
市
教
育
委
員
会

は
、
次
の
通
り
企
画
展「
鳥
取
市
の

あ
ゆ
み
～
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期

～
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
会
期
―
３
月
22
日（
日
）ま
で

（
休
館
日
は
２
月
９
・
12
・
16
・
24
日
、

３
月
２
・
９
・
16
日
）▼
観
覧
時
間
―

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
最
終
入
館

は
午
後
４
時
30
分
）▼
会
場
―
同
博

物
館
１
階
特
別
展
示
室
▼
観
覧
料

―
３
０
０
円
▼
問
い
合
わ
せ
先
―

鳥
取
市
歴
史
博
物

館
や
ま
び
こ
館（
℡

０
８
５
７
―
23
―

２
１
４
０
）

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
振
興
会
は
、

第
26
代
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
鈴
の
音

大
使
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
―
鳥
取
市
内
に
在

住
・
在
学
・
在
勤
す
る
18
歳
以
上（
高

校
生
は
除
く
）、ま
た
次
の
条
件
を
満

た
す
人
―
①
１
年
間
を
通
し
て
、休

日
・
平
日
を
問
わ
ず
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

傘
踊
り
の
派
遣
事
業
に
協
力
で
き
る

人
、
②
メ
デ
ィ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
と
専
属
契
約
が
な
い
人（
契

約
が
あ
っ
て
も
大
使
活
動
が
認
め
ら

れ
る
場
合
は
応
募
可
能
）、
③
自
治

体
、
企
業
、
団
体
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

な
ど
の
任
期
中
、就
任
予
定
で
な
い

人（
自
治
体
、企
業
、団
体
の
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
な
ど
の
兼
任
不
可
）▼
任
期

―
２
０
２
６
年
５
月（
任
命
式
）～
27

年
８
月
13
日
▼
活
動
内
容
―
鳥
取

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
の
ほ
か
姫
路
お
城

ま
つ
り
、１
日
海
上
保
安
署
長
な
ど

年
間
を
通
し
て
県
内
外
で
鳥
取
市
や

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
を
Ｐ
Ｒ
▼
選

考
方
法
―
１
次
選
考（
書
類
）３
月
９

日（
月
）、２
次
選
考（
面
接
）４
月
11

第
26
代
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

�

鈴
の
音
大
使
募
集

日（
土
）▼
応
募
方
法
―
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
確
認
し

て
く
だ
さ
い（
応
募
締
切
は
３
月
６

日（
金
）必
着
）▼
問
い
合
わ
せ
先
―

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
振
興
会（
℡

０
８
５
７
―
20
―

３
２
１
０
）
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７　

青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会
・
総
務
委
員
会

８　

新
年
祝
賀
会
、
叙
勲
受
章
者
祝
賀
会

13　

工
業
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年
部
広

報
委
員
会

14　

女
性
会
鳥
取
大
会
実
行
委
員
会

15　

と
っ
と
り
未
来
づ
く
り
特
別
委
員
会

20　

定
例
金
融
相
談
会
▽
建
設
部
会
鳥
取
県
と

の
座
談
会
▽
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
セ
ミ
ナ
ー

▽
県
連
幹
事
会
（
倉
吉
市
）
▽
青
年
部
５

役
会

21　

青
年
部
ま
ち
興
し
委
員
会

22　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
会
員
増
強

委
員
会

23　

青
年
部
政
策
提
言
委
員
会

26　

金
融
部
会
新
春
経
済
講
演
会

27　

鳥
取
市
と
の
定
期
懇
談
会
▽
青
年
部
理
事

会

29　

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
会
議
▽
青

年
部
対
外
交
流
委
員
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　３月17日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

１
月
抜
粋

くらしの、
いろいろ

●鳥 取 店　〒680-0921 鳥取市古海字西加路田590 ☎（0857）22-1111
●津 山 店　〒708-1125 岡山県津山市高野本郷1406 ☎（0868）21-8100
●日吉津店　〒689-3552 西伯郡日吉津村富吉886-1 ☎（0859）27-7500

●インテリア雑貨・家具（Am’s） 〒680-0824 鳥取市行徳1-155 ☎（0857）22-0505
●貸衣裳（Ｕスタジオ） 〒680-0055 鳥取市戎町117 ☎（0857）22-0222

〒680-0921 鳥取市古海字西加路田590
☎（0857）22-1313

〒680-0033　鳥取市二階町１丁目117番地　☎（0857）23-2222

https://www.kokuyo-mvp.co.jp

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略・

順
不
同

12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
け
出
分

【
社
名
変
更
】

◆
廣
戸
外
装

　

→
㈱
Ｈ
ｉ　

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ

【
代
表
者
変
更
】

◆
大
鳥
機
工
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
山
本　

昌
広

◆
日
段
商
事
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
山
川　

正
人



✔　マイナンバーカード

✔　スマートフォン

✔　マイナンバーカードの
　　　　　　パスワード2つ

STEP１
e-Taxに必要なものを準備

STEP２
「確定申告書作成
コーナー」へアクセス

STEP３
確定申告書を作成

マイナポータル連携
の詳細はこちら

マイナンバーカードの
有効期限に関するQ&A

STEP４
確定申告書を送信

鳥取税務署からのお知らせ

税務職員ふたば

▶チャットボット「ふたば」

▶動画で見る確定申告

ご質問したいことをメニューから
選択するか、入力いただくとＡＩ
(人工知能)を活用して自動回答

●キャッシュレス納付利用で、
送信後、そのまま納付手続
きも可能!

●画面案内に従って入力
●マイナポータル連携で
自動入力!

　有効期限を過ぎた場合、
e-Tax手続等のご利用がで
きません。
　お早めに更新手続きを
お願いします。

確定申告書等作成コーナーの
操作方法などを動画でご案内

① 署名用電子証明書のパスワード
　(英数字6~16文字)
② 利用者証明用電子証明書の
　パスワード(数字４桁)

困ったときは…

e-Taxに必要なもの

※マイナンバーカード
　読取対応のもの

マイナンバーカード及び電子証明書の有効期限にご注意ください!

●マイナンバーカード、スマートフォンなど ※詳細はこちら

国税の納付手続きの
詳細はこちら

鳥取商工会議所報 No.780  2026年2月15日発行

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）


